
参考資料１

新たな時代の人づくりトークセッションの概要

・有識者提示資料（抜粋）

    ◆  第１回 令和元年７月２０日（土） 山口大学
       これからの時代に必要な資質や能力・学びの在り方

 
   
    ◆  第２回 令和元年８月２４日（土） 翠山荘
       第１部 課題発見・課題解決能力を育むコミュニティ・スクール
         第２部 これからの時代に必要なキャリア教育

 

氏 名
（敬称略） 所属及び役職

宮 坂   学 前ヤフー（株）取締役会長

熊 平   美 香 昭和女子大学キャリアカレッジ学院長、21世紀学び研究所代表理事

石 戸   奈 々 子 NPO法人CANVAS理事長、慶応義塾大学教授

木 村   健 太 広尾学園中学校・高等学校医進・サイエンスコース統括長

  氏 名
（敬称略） 所属及び役職

第
１
部

寺 門   成 真 文部科学省総合教育政策局社会教育振興総括官（兼）政策課長

水 谷   智 之 （一財）地域・教育魅力化プラットフォーム代表理事

山 崎   亮 （株）studio-L代表取締役

第
２
部

藤 田   晃 之 筑波大学人間系教授・教育学類長

角 田   浩 子 リクルート進学総研「キャリアガイダンス」編集顧問

若 江   眞 紀 （株）キャリアリンク代表取締役



    ◆  第３回 令和元年１１月２日（土） 山口県セミナーパーク
         歴史に学ぶ山口県の人づくり

 

 

氏 名
（敬称略） 所属及び役職

加 来   耕 三 歴史家・作家

鈴 木   規 文 株式会社ゼロワンブースター 取締役代表

道 迫   真 吾 萩博物館 総括学芸員

    ◇ 第１回、第２回トークセッション開催の様子 ◇

 

 



第１回　これからの時代に必要な資質や能力・学びの在り方

◆　トークセッション発言要旨

◆　山口県への提言

前 ヤフー株式会社 取締役会長

宮坂 学 氏

1986年山口県立防府高等学校を卒業後、同志社大学経済学部に入学。1991年３月同大卒業後、ベン

チャー企業ユー・ピー・ユーに入社。

1997年６月、設立２年目のヤフー株式会社に転職、2002年１月メディア事業部事業部長に就任、

2009年執行役員コンシューマ事業統括本部長に就任。前社長兼ＣＥＯ・井上雅博の後を受け2012年

４月１日執行役員のままＣＥＯ就任、2012年６月からヤフー株式会社代表取締役社長に就任。2018

年６月ヤフー株式会社取締役会長に就任。（2019年６月退任）
 



◆　トークセッション発言要旨

◆　山口県への提言

昭和女子大学ダイバーシティ推進機構キャリアカレッジ学院長、21世紀学び研究所代表理事

熊平 美香 氏

ハーバード大学経営大学院でＭＢＡを取得後、金融機関金庫設備の熊平製作所・取締役経営企画室長な

どを務めたのち、日本マクドナルド創業者・藤田田に弟子入りし、新規事業立ち上げや人材教育の事業

に携わる。独立し、株式会社エイテッククマヒラを設立。ＧＥの「学習する組織」のリーダー養成プロ

グラム開発者と協働し、学習する組織論に基づくリーダーシップ、チームビルディング、組織開発を軸

にコンサルティング活動を開始。文科省国立大学法人評価委員会委員、経産省未来の教室とEdTech研

究会委員、放送大学学園評価委員会委員、青山ビジネススクール評議委員会委員、ハーバード・ビジネ

ススクール・グローバルアドバイザリーボード メンバー等を務める。





◆　トークセッション発言要旨

◆　山口県への提言

ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ理事長、慶應義塾大学教授

石戸 奈々子 氏

東京大学工学部卒業後、マサチューセッツ工科大学メディアラボ客員研究員を経て、NPO法人

CANVAS、株式会社デジタルえほん、一般社団法人超教育協会等を設立、代表に就任。慶應義塾大学

教授。総務省情報通信審議会委員など省庁の委員多数。NHK中央放送番組審議会委員、デジタルサイ

ネージコンソーシアム理事等を兼任。政策・メディア博士。

これまでに開催したワークショップは3000回、約50万人の子どもたちが参加。実行委員長をつとめ

る子ども創作活動の博覧会「ワークショップコレクション」は、２日間で10万人を動員する。デジタ

ルえほん作家＆一児の母としても奮闘中。









◆　トークセッション発言要旨

◆　山口県への提言

広尾学園中学校・高等学校 医進・サイエンスコース統括長

木村 健太 氏

広尾学園のキャリア教育、進路指導部、ICT・システム課の立ち上げメンバーで、国内外の大学、企

業との新たな企画や連携を構築。同校の理系教育や中高大産学連携の中核を担う。2011年からは医

進・サイエンスコースのスタートアップ、マネジメントを担当。生徒主体の本格的な研究活動と医

療や研究の実際に触れるキャリア教育を軸とした教育を展開。学校外では、OECD Education 2030 

IWG meetingへの参加や、東京都 科学の祭典運営委員[12-現在]、科学技術振興機構 ジュニアドク

ター育成塾推進委員[16-現在]、NPO法人 遺伝カウンセリング・ジャパン理事[18-現在]、経済産業

省 未来の教室とEdTech研究会委員[18-現在]などを務め、教育界及び社会への貢献に尽力している。








